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要 旨
IFRS（International Financial Reporting Standards：国際財務報告基準）導入により我が
国会計制度は大きく変貌する。IFRSは2010年３月期より任意適用されているが，近々，上場企
業に強制適用される予定である。IFRSでは「貸借対照表（Balance Sheet：B/S）」は「財政
状態計算書（Statement of Financial Position：F/P）」に，「損益計算書（Profit and Loss
 







IFRS（International Financial Reporting Standards：国際財務報告基準）は国際会計基準審議会
（IASB：International Accounting Standards Board）によって制定された会計基準である。この
基準は，国際会計基準審議会（IASB）によって制定された IFRSと IASBの前身である国際会計基準


























































































































































































































































IFRSによる財政状態計算書（Statement of Financial Position：F/P）に記載すべき項目は IAS
第１号（財務諸表の表示）で次のように示されている。
「●有形固定資産 ●投資不動産 ●無形資産 ●金融資産（持分法投資，売掛金等，現金及び現
金同等物を除く) ●持分法で会計処理されている投資 ●生物資産 ●棚卸資産 ●売掛金及びそ
の他の債権 ●現金及び現金同等物 ●売却目的保有に分類される資産と売却目的保有に分類される












































































































































































































































































































































































































































































財務レバレッジ （倍) 1.54 1.53 △ 0.01
442.03 463.70 21.67
64.88 65.12 0.24
50.15 54.18 △ 4.03
15.57 15.81 0.24
0.74 0.71 △ 0.03
13.61 14.41 0.80
日本基準 IFRS 差 異



























































































る IFRSの適用に向けた基本的考え方 ⑵ IFRS適用に向けた課題」を参照。
⑹ 金融庁企業会計審議会「意見書」（2009年６月30日公表），「二我が国の会計基準のあり方 ２我が国におけ




⑻ IFRSの公開草案では，“Fair value is the price that would be received to sell an asset or paid to
 
transfer a liability in an orderly transaction between market participants at the measurement date.”と
なっている。これは日本語訳と同義といってよい。
⑼ 日本公認会計士協会HP（http://www.hp.jicpa.or.jp/ippan/ifrs/summary/）【テクニカル・サマリー】「財
務諸表の作成及び表示に関するフレームワーク」(2012年１月１日現在)の中の「IFRS第13号 公正価値測定」
を参照。
? 注⑼の【テクニカル・サマリー】「財務諸表の作成及び表示に関するフレームワーク」(2012年１月１日現
在)，およびその他 IFRSに関する規定等を参照。
? 日本経済団体連合会企業会計委員会企画部会による2012年２月29日公表「国際会計基準（IFRS）に関す
る調査結果の概要」を参照。
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